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府
中
市
消
防
団
は
、
本
年
も

４
月
１
日
（
水
）
に
平
成
27
年

度
入
退
団
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
年
度
当
初
の
ご
多
忙
の
中
、

高
野
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
ご

来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度
を
も
ち
ま
し
て

退
団
さ
れ
た
22
名
の
方
々
に
は
、

長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
度
も
こ
の
入

退
団
式
に
お
い
て
新
た
に
任
命

し
た
分
団
長
６
名
、
新
入
団
員

17
名
を
迎
え
、
計
416
名
の
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
８
月
に
広
島
県

で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
は
、

土
石
流
に
よ
り
多
く
の
方
々
が

命
を
奪
わ
れ
る
と
と
も
に
多
数

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
９
月
に
は
御
嶽
山
の
噴
火

に
よ
り
、
登
山
者
57
名
が
犠
牲

と
な
り
、
今
な
お
６
名
が
安
否

不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
改
め
て
自
然
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
度
の
災
害
で
、
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
。幸

い
に
し
て
府
中

市
は
、
自
然
災
害
の

被
害
を
受
け
る
こ
と

な
く
過
ご
し
て
い
ま

す
が
、
府
中
市
消
防

団
は
、
市
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る

た
め
、
災
害
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
に
実
施
し
て
い
る
合

同
水
防
訓
練
で
は
、
大
雨
や
台
風

に
備
え
、
水
防
工
法
の
技
術
向
上

を
図
る
ほ
か
、
消
防
訓
練
所
に
団

員
を
派
遣
し
て
専
門
的
な
教
育

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
消
防

技
術
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

期
間
中
に
は
消
防
設
備
の
点
検

を
行
い
、
歳
末
に
は
各
分
団
が
市

内
を
巡
回
し
て
地
域
住
民
に
火

災
予
防
を
注
意
喚
起
す
る
た
め

の
広
報
及
び
出
火
防
止
の
警
戒

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

各
分
団
で
は
日
常
の
機
械
装
備

点
検
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
訓
練
を
行
っ
て
、
災
害
に
臆
す

る
こ
と
が
な
く
消
防
団
と
し
て
の

責
務
を
果
た
す
べ
く
活
動
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

府
中
市
消
防
団
は
、
発
足
61

年
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
団
員

一
同
は
、
諸
先
輩
方
の
積
み
重
ね

て
き
た
消
防
団
の
歴
史
の
重
み
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
先
代
か
ら
続

く
消
防
団
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
さ

ら
に
強
靭
な
消
防
団
と
し
て
飛

躍
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
分
団

長
や
今
年
度
昇
格
さ
れ
た
団
員

を
は
じ
め
各
分
団
の
方
々
に
は
、

消
防
団
員
の
使
命
を
自
覚
し
、

府
中
市
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

努
め
、
よ
り
一
層
、
消
防
団
活
動

の
充
実
に
邁
進
さ
れ
る
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
27
年
５
月
24
日
（
日
）、

押
立
地
区
多
摩
川
河
川
敷
に
お
い

て
、
府
中
市
消
防
団
・
府
中
消
防

署
・
府
中
市
・
各
団
体
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
総
勢
411
名
が
参
加
の

も
と
、
府
中
市
合
同
水
防
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
の
想
定
は
、
東
京
地

方
に
大
型
の
台
風
が
接
近
し
、
府

中
市
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す

る
と
と
も
に
消
防
団
を
招
集
し
ま

し
た
が
、
多
摩
川
の
増
水
に
よ
る

越
水
危
険
及
び
床
下
浸
水
及
び
道

路
冠
水
被
害
等
が
発
生
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
す
。

消
防
団
は
、
①
積
み
土
の
う
工

４
月
１
日
（
水
）、
府
中
市
消

防
団
入
退
団
式
が
市
役
所
北
庁
舎

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
退
団
式
が
行

わ
れ
、
高
野
市
長
よ
り
、
３
月
31

日
付
で
退
団
さ
れ
た
団
員
へ
感
謝

状
と
記
念
品
の
授
与
、
吉
田
府
中

消
防
署
長
よ
り
、
退
団
さ
れ
た
分

団
長
へ
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ

平
成
27
年
６
月
５
日
（
金
）、

ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
に
お
い
て
府
中

警
察
署
・
府
中
消
防
署
か
ら
講
師

を
招
い
て
機
関
員
交
通
安
全
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

機
関
員
と
は
、
緊
急
自
動
車
の

運
転
等
を
専
門
に
担
当
し
、
豊
富

な
交
通
知
識
を
備
え
た
緊
急
自
動

車
運
行
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
消
防
団
員
で
す
。

な
お
、機
関
員
の
訓
練
と
し
て
は
、

こ
の
他
に
も
11
月
に
行
わ
れ
る
機

関
員
運
用
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

講
義
の
中
で
は
、
緊
急
自
動
車

安
全
運
行
の
意
義
・
心
構
え
か
ら
、

安
全
運
行
の
必
要
事
項
に
つ
い
て

様
々
な
事
例
を
交
え
て
講
話
が
あ

新
体
制
に
あ
た
り

新
体
制
に
あ
た
り
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入
退
団
式

ま
し
た
。

続
い
て
、
入
団
式
が
行
わ
れ
、

は
じ
め
に
昇
格
さ
れ
た
分
団
長
、

そ
し
て
新
入
団
員
に
横
田
団
長
か

ら
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓

の
方
々
よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
責

務
を
果
た
さ
れ
た
退
団
者
の
方
々

に
は
心
か
ら
の
労
い
を
、
新
入
団

員
の
方
々
へ
は
今
後
の
活
動
へ
の

期
待
と
激
励
を
い
た
だ
い
た
入
退

団
式
で
し
た
。

平
成
27
年
度
に
第
18
分
団

へ
入
団
し
ま
し
た
最
上
竜
太

郎
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
鹿

児
島
県
奄
美
大
島
で
す
。
奄

美
大
島
に
住
ん
で
い
た
頃
に

は
消
防
団
と
い
う
組
織
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
府
中

市
に
引
っ
越
し
し
て
き
て
商

店
街
の
方
々
か
ら
消
防
団
の

話
を
聞
く
う
ち
に
、
そ
の
情

熱
に
感
銘
を
受
け
、
入
団
を

決
意
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
２
月
に
新
し
い
消

防
ポ
ン
プ
車
が
第
３
・
13
・
14

分
団
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

新
車
両
で
は
、
ホ
ー
ス
カ
ー

が
電
動
で
降
り
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
ほ
か
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
バ
ッ
ク
モ
ニ

タ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、新
車
両
に
関
す
る
記

事
を
第
13
分
団
の
越
智
昌
弘
団

員
に
掲
載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

新
型
の
消
防
ポ
ン
プ
車
が
配

備
さ
れ
て
か
ら
５
か
月
が
経
ち
、

徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

ず
、
配
備
さ
れ
て
驚
い
た
の
が
、

ホ
ー
ス
カ
ー
が
モ
ー
タ
ー
で
の

自
動
昇
降
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
流
量

計
や
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
が
装
備

さ
れ
て
お
り
、
運
用
面
や
安
全

面
に
お
い
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
搭
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
傷
病
者
を
見
つ

け
た
時
に
は
、
い
ち
早
く
救
命

措
置
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

府
中
市
消
防
団
で
は
、
毎
年
救

初
め
て
の
消
防
団
活
動
が

新
入
団
員
教
育
訓
練
及
び
規

律
訓
練
で
あ
り
、
新
し
い
制

服
を
身
に
ま
と
っ
て
出
席
し

ま
し
た
。
事
前
に
先
輩
か
ら

規
律
に
つ
い
て
指
導
を
受
け

て
臨
ん
だ
も
の
の
、
な
か
な

か
上
手
く
で
き
ず
、
難
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

引
き
続
き
訓
練
を
通
し
て
、

様
々
な
消
防
技
術
を
学
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
素
晴
ら

し
い
組
織
だ
と
聞
い
て
お
り
、

今
年
か
ら
そ
の
一
員
に
加
わ

れ
た
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。
強
い
責
任
感
を
持

ち
な
が
ら
日
々
の
訓
練
に
励

み
ま
す
の
で
、
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
第
18
分
団　

最
上　

竜
太
郎
）

命
講
習
会
が
開
か
れ
て
お
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

経
験
・
知
識
を
活
か
し
て
、
救

命
活
動
に
も
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
お
、
新
車
両
の
配
備
に
伴

い
、
お
披
露
目
式
を
南
町
八
幡

神
社
横
の
公
園
に
て
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
高
野
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
多
数
の
来
賓
の

方
々
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

新
型
消
防
ポ

ン
プ
車
の
配
備

に
よ
り
、
よ
り

迅
速
で
正
確
な

消
火
活
動
を
行

え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今

後
と
も
さ
ら
に

努
力
を
重
ね
、
車

両
の
能
力
を
余

す
こ
と
な
く
活

か
せ
る
よ
う
に

訓
練
に
励
み
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
車
入
れ
替
え
に
つ
い
て

消
防
ポ
ン
プ
車
入
れ
替
え
に
つ
い
て

法
②
鋼
板
防
護
工
法
③
越
水
防
止

工
法
の
３
つ
の
水
防
工
法
を
行
い

ま
し
た
。

と
り
わ
け
、鋼
板
防
護
工
法
は
、

堤
防
や
護
岸
で
越
水
を
防
ぐ
た
め

に
、
垂
直
に
立
て
た
鋼
鉄
製
の
板

の
間
に
土
砂
や
土
の
う
を
入
れ
て

水
が
溢
れ
る
の
を
防
ぐ
工
法
で
あ

り
、
長
さ
10
ｍ
に
わ
た
り
工
法
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
砂
の

搬
入
に
は
府
中
市
建
設
業
協
会
の

重
機
が
登
場
し
、
効
率
的
に
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
訓
練

は
、
水
害
時
に
お
け
る
実
践
即
応

の
現
場
部
隊
運
用
、
水
防
活
動
技

り
ま
し
た
。

緊
急
自
動
車
の
運
転
に
は
、
細

心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
点
を
工
夫
す
れ
ば
、

よ
り
良
い
運
転
が
で
き
る
か
な

ど
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
た
こ
と
が
参
加
者
に
は

分
か
り
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
団
員
か
ら
は
、「
運
転
な

ど
の
活
動
時
の
成
功
例
だ
け
で

は
な
く
、
実
際
の
現
場
の
お
話
を

聞
け
た
の
で
、
非
常
に
分
か
り
や

す
く
、
有
意
義
で
し
た
」
と
い
う

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

総
勢
94
名
の
機
関
員
が
真
剣

な
表
情
で
講
師
の
方
の
話
に
耳

を
傾
け
、
非
常
に
熱
意
に
満
ち
た

術
の
向
上
及
び
関
係
部
署
の
円
滑

な
連
携
を
図
り
、
水
防
体
勢
の
万

全
を
期
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際

の
災
害
時
さ
な
が
ら
の
緊
迫
し
た

雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

雰
囲
気
で
の
講
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
講
習
会
で
学
ん
だ
内
容

を
、
各
分
団
へ
持
ち
帰
り
、
今
後

の
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

訓練の様子

新
入
団
員
教
育
訓
練

府中市消防団長府中市消防団長
横　田　　実横　田　　実
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61
年
も
の
長
い
歴
史
が
あ
る
府
中

市
消
防
団
で
広
報
委
員
の
一
員
と
し

て
携
わ
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
大
き
な
責
任
も
感
じ
て

い
ま
す
。

諸
先
輩
方
と
共
に
日
頃
の
訓
練
、

火
災
予
防
活
動
等
を
通
じ
、
地
域
の

皆
様
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
、
消

防
団
な
ら
で
は
の
活
動
を
ご
紹
介
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
は
入
団
３
年
目
の
団
員
で
す

が
、
広
報
委
員
と
し
て
与
え
ら
れ
た

役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

ご
拝
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
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分
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会　
　
　

長

副　

会　

長

〃

広
報
委
員
長

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

東
部
広
報
委
員

〃〃〃〃

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
部
広
報
委
員

〃〃〃〃

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

西
部
広
報
委
員

〃〃〃

団　
　

長

副  

団  

長
〃

第
14
分
団

第
２
分
団

第
１
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
９
分
団

第
７
分
団

第
８
分
団

第
10
分
団

第
11
分
団

第
17
分
団

第
16
分
団

第
12
分
団

第
13
分
団

第
15
分
団

第
18
分
団

横
田　
　

実

小
場　

淳
吾

堀
江　

一
男

石
川　

将
人

榎
本　

哲
児

比
留
間
正
吉

加
藤　

泰
裕

河
内　

辰
徳

堀
江　

成
典

榎
本
慎
一
郎

岡
部　

貴
紀

林　

耕
多
郎

加
辺　

良
輔

石
田　

一
博

廣
瀬　

良
太

鈴
木　

祐
太

小
松
原
哲
雄

石
阪　

祐
太

越
智　

昌
弘

相
澤　

秀
吉

稲
村　

幸
一

団　長
横田　実

昭和 52 年 4月 1日入団
（団歴 38 年）

副団長
本間　郁浩
昭和 63 年 4月 1日入団

（団歴 26 年）

副団長
大久保　幸一
昭和 58 年 4月 1日入団

（団歴 31 年）

副団長
小場　淳吾
昭和 57 年 4月 1日入団

（団歴 31 年）

副団長
堀江　一男
平成 7年 4月 1日入団
（団歴 20 年）

第１分団長
粕川　幸貴
平成12年4月1日入団
（団歴15年）

第１0分団長
青島　章
平成3年6月1日入団
（団歴23年）

第 2分団長
戸塚　良啓
平成 14 年 4月 1日
（団歴 13 年）

第 11 分団長
小園井 洋平
平成6年4月1日入団
（団歴21年）

第 3分団長
丸茂　利矢
平成6年4月1日入団
（団歴21年）

第 12 分団長
粕谷　和男
平成7年4月1日入団
（団歴20年）

第 4分団長
田中　秀彰
平成13年4月1日入団
（団歴14年）

第 13 分団長
平野　要

平成 7年 4月 1日入団
（団歴 20 年）

第 5分団長
村井　雅一
平成5年4月1日入団
（団歴22年）

第 14 分団長
松本　幸次
平成4年4月1日入団
（団歴23年）

第 6分団長
比留間 康夫
平成10年4月1日入団
（団歴17年）

第 15 分団長
谷合　祥生
平成4年4月1日入団
（団歴23年）

第 7分団長
栗林　徹
平成7年4月1日入団
（団歴20年）

第 16 分団長
市川　長司
平成11年4月1日入団
（団歴16年）

第 8分団長
坂本　満博
平成7年4月1日入団
（団歴20年）

第 17 分団長
丸山　剛
平成7年4月1日入団
（団歴20年）

第 9分団長
菊池　伸明
平成9年4月1日入団
（団歴18年）

第 18 分団長
坂本　裕康
平成8年4月1日入団
（団歴19年）

副団長
志村　誠

平成元年 4月 1日入団
（団歴 26 年）

副団長
中田　和夫
昭和 60 年 4月 1日入団

（団歴 28 年）

消
防
団
幹
部
紹
介

（
団
本
部
）

（
分
団
長
）

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

第
１
分
団

第
４
分
団

第
４
分
団

第
６
分
団

第
９
分
団

第
９
分
団

第
10
分
団

第
11
分
団

第
12
分
団

第
12
分
団

第
13
分
団

第
13
分
団

第
14
分
団

第
16
分
団

第
17
分
団

第
18
分
団

第
１
分
団

第
２
分
団

第
４
分
団

第
４
分
団

第
６
分
団

第
９
分
団

第
９
分
団

第
９
分
団

第
10
分
団

第
10
分
団

第
11
分
団

第
12
分
団

第
12
分
団

第
13
分
団

第
13
分
団

第
14
分
団

第
18
分
団

第
２
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
９
分
団

木
村　

浩
二

小
野
新
一
郎

加
藤　
　

稔

古
川　

博
文

金
子　

裕
一

本
多　
　

修

石
川　

慎
吾

田
中　

健
一

藤
村　

通
哉

河
合　

徳
人

髙
野　

信
一

朝
倉　

直
次

鴨
下　

大
介

市
川　

智
嗣

阿
川　
　

豊

栁
沼　

篤
智

遠
藤　

泰
司

中
信　

慶
紀

加
藤　

直
希

山
下　

輝
己

鈴
木　

辰
朗

池
田　

伊
晴

関
谷　

亮
平

渡
邉　

真
宏

鎌
内　

義
樹

高
橋　

正
悟

奥
井　

大
輔

田
中　

浩
一

齋
藤　

優
介

松
島　

貴
志

高
野　

大
樹

末
吉　

裕
希

最
上
竜
太
郎

村
野　

和
博

吉
野　

啓
太

橋
本　

達
也

渡
邉　

大
介

12
年
以
上
（
16
名
）

８
年
以
上
12
年
未
満
（
４
名
）

平
成
平
成
2727
年
度　
　
　

年
度　
　
　

新
入
団
員
の
方
々

新
入
団
員
の
方
々

こ
の
３
月
を
も
ち
ま
し
て
府
中
市
消
防

団
を
退
団
し
ま
し
た
。
在
団
中
は
、
地
域

の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
公
私
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し

た
24
年
間
を
振
り
返
る
と
、
防
火
・
防

災
活
動
以
外
に
も
数
多
く
の
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
押

立
防
災
セ
ン
タ
ー
の
新
築
は
、
私
に
と
っ

て
一
番
の
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
団
長
と
し
て
の
３
年
間
は
、

素
晴
ら
し
い
団
員
た
ち
に
恵
ま
れ
て
、
任

務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
消
防
団
活
動
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
、
地
域
の
防
火
・
防
災

活
動
の
協
力
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
長
き
に
わ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第１分団長
木村　浩二

こ
の
度
、
平
成
27
年
３
月
末
で
退
団
い

た
し
ま
し
た
。
第
４
分
団
の
先
輩
、
現
役

団
員
の
皆
様
、
本
団
、
各
分
団
、
防
災

危
機
管
理
課
、
消
防
関
係
者
の
方
々
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

入
団
以
来
、様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

特
に
分
団
長
と
し
て
の
３
年
間
は
と
て
も

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
東
日
本
大
震
災
を
始
め
、
各
地

で
大
き
な
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
幸
い

に
も
府
中
市
で
は
甚
大
な
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
各
地
の
被
害
状
況
を
聞

く
た
び
に
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

現
役
の
方
々
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
身
の
安
全

を
第一に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
伝
統
あ
る
府
中
市
消
防
団

の
益
々
の
充
実
と
発
展
、
そ
し
て
さ
ら
な

る
災
害
の
減
少
を
願
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第４分団長
小野　新一郎

在
任
中
は
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
大

勢
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
23
年
間
の
消
防
団
活
動
を
務
め
あ

げ
ら
れ
た
こ
と
を
と
て
も
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

分
団
長
と
し
て
も
３
年
間
、
地
域
の
安

心・安
全
を
守
る
た
め
に
団
員
一
丸
と
な
っ

て
、
地
域
の
防
人
と
し
て
活
動
で
き
た
こ

と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

本
当
に
消
防
団
活
動
を
通
し
て
、
多

く
の
方
々
と
知
り
合
い
、
素
晴
ら
し
い
仲

間
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
を
守
る
消
防
団
の
精
神
に

よ
っ
て
、
郷
土
愛
を
学
び
、
人
間
的
に
も

大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

退
団
後
も
、
消
防
団
で
培
っ
た
経
験
を

生
か
し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地

域
の
防
災
活
動
に
お
役
に
立
て
ら
れ
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第６分団長
古川　博文

府
中
市
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
26
年

と
長
き
に
渡
り
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
３
月
末
を
以
っ
て
退
団
し
ま
し
た
。

入
団
当
初
は
右
も
左
も
分
か
ら
ず
不

安
で
一
杯
で
し
た
が
、
関
係
各
機
関
の
皆

様
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
こ
こ
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

分
団
長
を
務
め
ま
し
た
こ
の
３
年
間
は
素

晴
ら
し
い
仲
間
に
も
出
会
え
、
貴
重
な
経

験
も
沢
山
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
愛
す
る
府
中

の
防
災
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
府
中
市
消
防
団
万
歳
！

前第 9分団長
金子　裕一

平
成
27
年
３
月
末
を
も
っ
て
府
中
市

消
防
団
を
退
団
し
ま
し
た
。
在
団
中
は
、

団
員
を
は
じ
め
、本
団
、消
防
署
、事
務
局
、

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
過
な

く
団
員
活
動
が
務
め
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ

り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

入
団
以
来
、
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
得
る
こ
と
の
多
か
っ
た
消
防
団

活
動
で
し
た
。

最
後
の
３
年
間
は
、
分
団
長
に
就
き
ま

し
た
が
、
そ
の
活
動
は
大
変
な
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
上
回
る
喜
び
や
楽

し
み
も
沢
山
あ
り
、
そ
し
て
職
業
や
年
齢

を
超
え
て
多
く
の
良
き
仲
間
と
出
会
え

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
番
の
理
解
者
で
あ
り
、
ま

た
苦
労
を
掛
け
た
家
族
に
あ
り
が
と
う

と
言
い
た
い
で
す
。

最
後
に
、
府
中
市
消
防
団
の
益
々
の

発
展
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第 12 分団長
藤村　通哉

前第 16 分団長
市川　智嗣

消
防
団
生
活
18
年
間
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

在
団
中
は
、
消
防
団
関
係
の
皆
様
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
頂
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

特
に
、
分
団
長
と
し
て
の
２
年
間
は
、

忙
し
く
大
変
な
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
分

団
員
の
協
力
に
恵
ま
れ
、
本
団
の
方
々
、

他
分
団
の
分
団
長
に
も
恵
ま
れ
、
大
変

貴
重
な
経
験
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
、
消
防
団
で
経
験
し
た
こ
と
を

活
か
し
て
、
微
力
な
が
ら
も
地
域
の
防
災

活
動
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
団
さ
れ
た
分
団
長
ご
挨
拶

勤
続
４
年
以
上
で

勤
続
４
年
以
上
で

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん


